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件  名 
市民の「SDGs」の取組みの募集について 

～応募作品を日本の海でたなびく本市製作の大漁旗に掲載～ 

内  容  

 
現在、東京大学生産技術研究所が、SDGsと最先端の科学・技術の視点で「まちづくり」を捉えなお

す機運を全国で高めるために展開している「日本各地を繋ぐ大漁旗プロジェクト」に応募するための
デザインを製作中であり、市民などから、旗の中央にちりばめるためのメッセージ「私がSDGsの目標に
取り組むこと」について、下記のとおり募集します。 
 

記 
 
１ 大漁旗プロジェクトに応募する理由 

「SDGs」は、平成27年9月の国連サミットで採択された、2030年までに「誰一人取り残さない」
持続可能でより良い世界を目指すための国際目標であり、その理念は本市が目指すまちの将来像
である「ゆたかな社会」の実現のためにも欠かすことができないものです。 
また、設定されている17のゴール（目標）を目指していくためには、「家事を分担する」や「水

道の蛇口をこまめに閉める」など、一人ひとりが日常生活の中でできる取組みを進めていくこと
が必要です。 
こうしたことから、本プロジェクトへの応募を通じて、市民にSDGsを身近に感じていただき、

本市における認知度を高めることによって、「ゆたかな社会」の実現に向けた足掛かりとしたい
と考えています。 

 
２ 市民などから募集するもの 

   メッセージ：「私がSDGsの目標に取り組むこと」 
※SDGsにおける17のゴール（目標）から、各自が考えた取組みを、
20字以内で自由に設定してください。 

 
 ３ 応募方法 
   市ホームページ内の応募フォームから、 

・メッセージ（20字以内） 
・メッセージに関連する目標(17のゴールから選択) 
・市ホームページや大漁旗に掲載するペンネーム 
・メールアドレス（今後、大漁旗を活用した事業などを開催する際にご案内しますので、受取
りができる設定にしてください。） 

を入力 
 

 ４ 応募期限 
   ９月８日㈫ 
 
５ 本市が製作中の大漁旗のデザインイメージ 

   大きさは縦140cm×横210ｃｍで、背景は市が中心となって
デザインを行う。中央に「光」を配置し、その中などに、募
集するメッセージとペンネームをちりばめる予定。 

 
 ６ プロジェクトへの応募後について 

応募後、東京大学生産技術研究所において旗が製作され、日本沿岸での
航行などに活用された後、令和 3 年初頭に開催予定の「大漁旗お披露目イ
ベント（仮称）」で、東京大学安田講堂に飾られることとなっており、その
後に本市に寄贈されることとなっています。 

【担当】 光市政策企画部 
広報・シティプロモーション推進室 
広報・シティプロモーション推進係 温品 大輔 
電話：（０８３３）７２－１４０９  
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